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2011 年 3 月の東日本大震災に起因する原発
事故を受け , 環境省は , 放射線による健康影響
に関する不安や風評払拭を目指した「ぐぐるプ
ロジェクト」を実施している。その際 , 環境省
は , 科学的エビデンスの根拠としてUNSCEAR
の発表を用いている。また , 国民の 4割が科学
的エビデンスと異なる認識をもっていることを
強調したメッセージを発信している。本研究で
は , 環境省のメッセージについて , 行動経済学
的観点から分析し , より効果的なメッセージを
提案する。具体的には , 利用可能性ヒューリス
ティック・権威バイアス・同調効果や社会規範
を活用したメッセージ案を作成し , オンライン
アンケートを用いたRCTによってメッセージ
の有効性の検証を行った。また , 効果の異質性
に関しても分析を行った。さらに , Item Count

法（ICT）を用いて頑健性の確認も行っている。
その結果 , 権威があり , かつ馴染みのある組織
からの見解や , 多数派の認識を社会規範として
提示し同調効果を促すメッセージが放射線の健
康影響に関する国民の認識を 20%ポイント改
善することが示された。これは , メッセージの
改善案が認識改善を促す上で効果的であること
を示唆するものである。今回の検証結果をもと
に , 今後のメッセージの発信方法を再検討し , 
原発事故の被災地の人々に対する無意識の差別
偏見払拭に役立たせることが期待される。 i

i 本研究は , 大阪大学大学院経済学研究科の倫理委員会
の承認を得て行われている（承認番号R40926）。本
研究のオンライン調査は , 環境省から研究費の支援を
受けて行った。
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